
第1回 

みやぎ 

地域復興ミーティング 

日 時：2015年7月29日（水） 

in 南三陸町 

会 場：平成の森アリーナ（南三陸町歌津字枡沢28-1） 

 震災から4年が経過し、各地区で生まれた住民主体の復興の取組が実を結び始めています。一方で国としての集

中復興期間の終了に合わせて、各種公的施策や民間助成金について今年度が最終年度となり、組織・団体として

の経済的自立が求められ始めています。本ミーティングでは「持続可能な活動にしていくための基盤」をテーマ

に、震災5年目以降の地域づくりを参加者の皆さんとともに考えます。 

  就労を軸とした子育て世代のエンパワーメント ：（特非）ピースジャム（気仙沼市） 

  地域資源を活用した産業・交流拠点づくり   ：（一社）さとうみファーム（南三陸町） 

  住民とともにすすめる持続的な場づくり    ：（一社）コミュニティスペースうみねこ（女川町） 

    話題提供：地域づくりのヒント ｜ 13:30～14:45 

               テーマ ： 震災5年目以降の持続的な活動を考える   ～団体間連携と収益事業化に向けて～ 

     パネルディスカッション     ｜ 14:55～16:00 

    交流会 ※会費 ¥500               ｜ 16:15～17:15  

主催：宮城県 震災復興・企画部 地域復興支援課  企画・運営：（一社）みやぎ連携復興センター 

■対象者：住民、支援団体、行政職員、社協職員など 

■定 員：60名  ■参加費：無  料（第1部）    

■申 込：チラシ裏面をご覧ください。 

■申込・問い合わせ先： （一社）みやぎ連携復興センター（担当：中沢・小西・高橋） 

            TEL：022-748-4550 FAX：022-748-4552 

            E-mail：renpuku@gmail.com 

第1部 

第2部 

第1部：13:30～16:00 

第2部：16:15～17:15 

※参加者で取組や商品を互いに紹介いただく機会に致します。パンフレットや商品をお持ちの団体さんなどは当日ご持参ください。 

mailto:renpuku@gmail.com


第1回 みやぎ地域復興ミーティング in 南三陸町 

参加申込書 

所 属 

（団体名） 

連 絡 先 

電話 

番号 

E-mail 

参 加 者 

No. 氏  名 職  名 第1部 第2部 

1 
□参加 

□不参加 

□参加 

□不参加 

2 
□参加 

□不参加 

□参加 

□不参加 

3 
□参加 

□不参加 

□参加 

□不参加 

4 
□参加 

□不参加 

□参加 

□不参加 

5 
□参加 

□不参加 

□参加 

□不参加 

■Webからお申し込みの場合 

 →下記URLから参加申込フォームにアクセスの上、必要事項を入力して送信下さい。 

  （みやぎ連携復興センターWebサイトリンク）http://www.renpuku.org/?p=3406 

 
■FAX・メールにてお申し込みの場合 

 →本申込書に必要事項を記入し、FAXまたは電子メールにて送信下さい。 

  

 ○申込・問い合わせ先： （一社）みやぎ連携復興センター（担当：中沢・小西・高橋） 

             TEL：022-748-4550 FAX：022-748-4552 

             E-mail：renpuku@gmail.com 

参加申込締切：7月24日（金）18:00まで 

登壇団体紹介 

（特非）ピースジャム 

（一社）さとうみファーム 

（一社）コミュニティスペースうみねこ 

気仙沼市落合地区にて「育児が理由で働けない母親」や「頼りになるママ友が欲
しい母親」に、ジャムと縫製品の製造による就労と交流の場を提供している。今
後は工房の敷地内にカフェ、遊具付き広場、ツリーハウスを設置し、子どもを中
心とした多世代コミュニティの創出を目指している。 

住民の就労と集いの場である「ゆめハウス」を女川町高白浜地区に開所。ここを
拠点に住民によるランチの提供や布草履・コースターなど手仕事品の製造、男性
陣がつくる唐辛子を使用した調味料の製造を行うなど、生きがいづくりと地域コ
ミュニティ形成に取り組んでいる。 

南三陸町歌津地区で「子ども夢牧場」を運営。宮城大学との産学連携事業として
塩害に強いソルトブッシュと、養殖で出るワカメの廃棄分を混合した独自飼料を
開発。その飼料を使ったブランド羊肉をつくっている。今後は第2牧場や羊肉の直
売所、BBQスペースの設置を予定している。 

▶パネルディスカッションのねらい 

 ○地域内外の連携の取組から、震災5年目以降の活動を考える 

 ○自立的な地域活動を進めていく上で必要な収益事業化について、3団体の活動からヒントを得る 
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